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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期
第２四半期
連結累計期間

第47期
第２四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自 2022年４月１日

至 2022年９月30日

自 2023年４月１日

至 2023年９月30日

自 2022年４月１日

至 2023年３月31日

売上高 （千円） 12,281,632 13,014,149 26,062,551

経常利益 （千円） 1,297,328 945,884 2,926,194

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益

（千円） 819,171 632,928 1,870,510

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 926,619 735,968 1,962,490

純資産額 （千円） 21,342,223 22,331,013 22,378,094

総資産額 （千円） 25,031,509 26,205,594 26,450,981

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 97.31 75.15 222.15

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.5 84.8 83.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,457,608 515,720 2,921,044

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △45,683 △482,838 △556,742

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △647,910 △775,138 △652,123

現金及び現金同等物の四半期末（期
末）残高

（千円） 14,880,645 15,115,165 15,807,818
 

　

回次
第46期
第２四半期
連結会計期間

第47期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日

至 2022年９月30日

自 2023年７月１日

至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 79.25 65.34
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が行う事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス

感染症の５類移行に伴う各種行動制限の緩和により、社会経済活動の正常化が進む一方で、ウクライナ情勢の長期

化、資源価格や原材料費の高騰、円安の進行を主因とする物価高などにより、依然として先行き不透明な状況が続

いております。

当社グループの主要顧客であります流通小売業界におきましても、業種・業態を超えた販売競争が激しさを増す

なか、相次ぐ商品値上げによる消費者の節約志向の高まり、人件費や光熱費、物流費などの店舗運営コストの増加

により、業界を取り巻く環境は引き続き厳しさを増しております。

 
このような状況のもと、当社グループは成長戦略として、チェーンストア産業を変革する新たな価値を創造する

ために「棚卸会社からリテイルサービス会社への事業転換する」「グループの柱となる新たな事業を創出する」

「展開地域をアジアから世界へ拡大する」を中期方針として掲げ、事業活動を行ってまいりました。

 
これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高13,014百万円（前年同四半期比6.0％増）、営業利

益894百万円（前年同四半期比27.2％減）、経常利益945百万円（前年同四半期比27.1％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益632百万円（前年同四半期比22.7％減）となりました。

 
　　 セグメントごとの経営成績は、以下の通りであります。

 
　Ⅰ 国内棚卸サービス

国内棚卸サービスは、売上減少要因でありました棚卸回数の減少及び商品在庫数量の減少傾向は鈍化している

ものの、一部顧客における棚卸回数の減少、当社グループの事業再編に伴う一部サービスの子会社への移管など

により、売上高は減収となりました。

営業利益では、社員給与のベースアップや嘱託社員の賃上げ実施に加え、事業活動の正常化に伴う各種費用の

増加、新規顧客層の開拓を目的としたマーケティング費用の増加により、減益となりました。売上高は7,403百万

円（前年同四半期比1.5％減）、セグメント利益は807百万円（前年同四半期比23.9％減）となりました。

 
　Ⅱ リテイルサポートサービス

リテイルサポートサービスは、店舗改装サービスの一部顧客において実施条件等の変更に伴う料率低下や内製

化による売上高減少要因はありましたが、商品補充サービス及び店舗改装サービスにおける主要顧客からの受注

店舗数の増加、当社グループの事業再編に伴う一部サービスの移管などにより、売上高は増収となりました。

営業利益では、昨年度に行った従業員の処遇改善による賃金増加の影響に加え、受注増加に対応するためのオ

ペレーション体制の構築に係る費用の増加や実施条件変更などによる粗利率の低下などにより、減益となりまし

た。売上高は4,316百万円（前年同四半期比13.5％増）、セグメント利益は63百万円（前年同四半期比78.4％減）

となりました。
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　Ⅲ 海外棚卸サービス

海外棚卸サービスは、新型コロナウイルス感染症への行動制限の緩和による経済活動の正常化に伴い受注状況

は回復傾向で推移しているほか、新規案件の獲得や料率の引き上げなどにより、増収となりました。

営業利益では、受注状況の回復に伴う売上増加に加え、料率の引き上げや収益力の改善に向けた施策の実行に

より、損失額は減少しました。売上高は1,294百万円（前年同四半期比34.6％増）、セグメント損失は13百万円

（前年同四半期は156百万円のセグメント損失）となりました。

 
当社グループの売上高の特徴として、国内棚卸サービスの閑散期である第１四半期連結会計期間および第３四

半期連結会計期間の売上高は少なく、国内の主要な顧客であります流通小売業界の決算が集中する第２四半期連

結会計期間および第４四半期連結会計期間は繁忙期となり売上高が多くなる傾向があります。

 
  財政状態は、以下のとおりであります。

 
（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は26,205百万円（前連結会計年度比0.9％減）となりました。これ

は、主として現金及び預金が減少したことによるものです。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は3,874百万円（前連結会計年度比4.9％減）となりました。これは、

主として未払法人税等が減少したことによるものです。

（純資産）

 　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は22,331百万円（前連結会計年度比0.2％減）となりました。これ

は、主として非支配株主からの子会社株式取得により非支配株主持分が減少したことによるものです。

 
（２） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、15,115百万円（前年同四半

期比234百万円増）となりました。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は、515百万円（前年同四半期比64.6％減）であ

ります。その主な内訳は、収入要因として税金等調整前四半期純利益が945百万円、売上債権の減少額が81百万円、

支出要因として法人税等の支払額が472百万円であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、482百万円（前年同四半期956.9％増）であり

ます。その主な内訳は、収入要因として定期預金の払戻による収入が180百万円、有価証券の償還による収入が300百

万円、支出要因として定期預金の預入による支出が357百万円、投資有価証券の取得による支出が499百万円でありま

す。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、775百万円（前年同四半期比19.6％増）であ

ります。これは、主として配当金の支払額が672百万円によるものです。

 
（３）　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（４）　研究開発活動

        該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2023年８月23日開催の取締役会において、株式会社mitorizの第三者割当増資を引き受けることを決議

し、2023年10月13日に払い込みを完了し、同社を連結子会社としました。また同社の非支配株主からも同日で株式

を取得しております。

詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項」の（重要な後発事象）をご参照ください。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,771,200 10,771,200
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であり
ます。

計 10,771,200 10,771,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年７月１日～2023年９月30日 － 10,771,200 － 475,000 － 489,480
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(5) 【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社斉藤ホールディングス 千葉市花見川区畑町597 1,883 22.35

齋藤　昭生 千葉市美浜区 1,015 12.06

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK
FUND（PRINCIPAL ALL SECTOR　
SUBPORTFOLIO）
（常任代理人）株式会社三菱ＵＦＪ銀行

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210
U.S.A.
（千代田区丸の内二丁目７番１号）

855 10.15

齋藤　茂男 千葉市花見川区 407 4.84

小林　美保子 群馬県高崎市 383 4.55

光通信株式会社 豊島区西池袋１丁目４番10号 323 3.84

齋藤　泰範 千葉県市川市 255 3.03

BBH FOR FIDELITY GROUP TRUSTBENEFIT
(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO)
 （常任代理人）株式会社三菱ＵＦＪ銀行

82 DEVONSHIRE ST BOSTON
MASSACHUSETTS 02109
 （千代田区丸の内二丁目７番１号)

139 1.65

エイジス従業員持株会 千葉市花見川区幕張町４丁目544番４ 132 1.57

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY JASDEC
（常任代理人）株式会社三菱ＵＦＪ銀行

240 GREENWICH STREET,NEW YORK,NEW
YORK 10286 U.S.A
（千代田区丸の内二丁目７番１号)

103 1.23

計 ― 5,499 65.27
 

 (注)上記のほか当社所有の自己株式2,345千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等）  ― ― ―

議決権制限株式（その他）  ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） （自己保有株式）  ― ―

 普通株式 2,345,300   

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,399,900 83,999 ―

単元未満株式 普通株式 26,000 ― ―

発行済株式総数  10,771,200 ― ―

総株主の議決権  ― 83,999 ―
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権４ 個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式が４株、証券保管振替機構名義の株式が40株含

まれております。

 

② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社エイジス

千葉市花見川区幕張町四
丁目544番４

2,345,300 － 2,345,300 21.77

計 ― 2,345,300 － 2,345,300 21.77
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 16,165,422 15,673,594

  受取手形及び売掛金 3,793,821 3,739,225

  有価証券 300,000 100,000

  貯蔵品 52,451 43,816

  その他 248,217 288,338

  流動資産合計 20,559,912 19,844,975

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,276,394 1,276,394

   その他（純額） 432,861 415,100

   有形固定資産合計 1,709,255 1,691,495

  無形固定資産   

   のれん 21,182 45,763

   その他 286,321 345,658

   無形固定資産合計 307,503 391,422

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,383,428 3,816,731

   その他 490,881 460,969

   投資その他の資産合計 3,874,309 4,277,701

  固定資産合計 5,891,069 6,360,618

 資産合計 26,450,981 26,205,594

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 170,504 158,193

  1年内返済予定の長期借入金 534 -

  未払金 2,255,985 2,158,799

  未払法人税等 518,649 364,717

  賞与引当金 401,600 441,316

  役員賞与引当金 7,448 4,166

  その他 668,958 703,095

  流動負債合計 4,023,682 3,830,289

 固定負債   

  退職給付に係る負債 7,134 8,361

  その他 42,070 35,929

  固定負債合計 49,204 44,291

 負債合計 4,072,887 3,874,580
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 475,000 475,000

  資本剰余金 474,817 472,350

  利益剰余金 24,811,533 24,770,687

  自己株式 △3,718,070 △3,709,623

  株主資本合計 22,043,280 22,008,413

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 47,725 71,339

  為替換算調整勘定 71,180 152,986

  その他の包括利益累計額合計 118,905 224,325

 非支配株主持分 215,908 98,274

 純資産合計 22,378,094 22,331,013

負債純資産合計 26,450,981 26,205,594
 

EDINET提出書類

株式会社エイジス(E04975)

四半期報告書

11/24



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 12,281,632 13,014,149

売上原価 8,797,189 9,708,920

売上総利益 3,484,442 3,305,228

販売費及び一般管理費 ※１  2,256,529 ※１  2,411,142

営業利益 1,227,913 894,086

営業外収益   

 受取利息 15,649 21,834

 受取配当金 3,880 4,248

 受取賃貸料 11,860 12,394

 業務受託料 - 5,145

 為替差益 15,308 6,867

 物品売却益 9,290 -

 補助金収入 6,974 -

 その他 13,568 14,981

 営業外収益合計 76,531 65,472

営業外費用   

 支払利息 594 1,356

 賃貸費用 6,093 6,243

 業務受託費用 - 4,888

 その他 427 1,185

 営業外費用合計 7,116 13,673

経常利益 1,297,328 945,884

特別損失   

 固定資産除却損 1,741 214

 投資有価証券売却損 583 -

 特別損失合計 2,324 214

税金等調整前四半期純利益 1,295,003 945,669

法人税等 467,910 315,120

四半期純利益 827,093 630,548

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

7,922 △2,379

親会社株主に帰属する四半期純利益 819,171 632,928
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 827,093 630,548

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,287 23,614

 為替換算調整勘定 104,813 81,805

 その他の包括利益合計 99,526 105,419

四半期包括利益 926,619 735,968

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 918,301 738,348

 非支配株主に係る四半期包括利益 8,317 △2,379
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,295,003 945,669

 減価償却費 114,882 63,806

 のれん償却額 14,121 17,389

 賞与引当金の増減額（△は減少） 14,174 35,549

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,216 △1,779

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 533 639

 受取利息及び受取配当金 △19,529 △26,082

 支払利息 594 1,356

 固定資産除却損 1,741 214

 投資有価証券売却損益（△は益） 583 -

 売上債権の増減額（△は増加） 297,810 81,087

 未払金の増減額（△は減少） △112,694 △103,062

 未払消費税等の増減額（△は減少） 48,482 13,164

 その他 △35,622 △69,942

 小計 1,618,865 958,010

 利息及び配当金の受取額 24,494 31,445

 利息の支払額 △489 △1,293

 法人税等の支払額 △185,262 △472,440

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,457,608 515,720

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 200,000 300,000

 定期預金の預入による支出 △180,734 △357,512

 定期預金の払戻による収入 166,516 180,808

 有形固定資産の取得による支出 △38,826 △13,490

 有形固定資産の売却による収入 21,675 -

 無形固定資産の取得による支出 △14,846 △117,280

 投資有価証券の取得による支出 △210,000 △499,607

 投資有価証券の売却による収入 1,768 -

 差入保証金の差入による支出 △11,611 △10,026

 差入保証金の回収による収入 21,939 15,529

 その他 △1,563 18,742

 投資活動によるキャッシュ・フロー △45,683 △482,838

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△21,563 △120,647

 短期借入金の純増減額（△は減少） 48,875 19,455

 長期借入金の返済による支出 △1,784 △534

 配当金の支払額 △671,312 △672,332

 非支配株主への配当金の支払額 △2,124 △1,078

 財務活動によるキャッシュ・フロー △647,910 △775,138

現金及び現金同等物に係る換算差額 72,765 49,602

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 836,780 △692,653

現金及び現金同等物の期首残高 14,043,865 15,807,818

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  14,880,645 ※  15,115,165
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

給料手当 814,844千円 876,016千円

賞与引当金繰入額 179,724千円 193,939千円

退職給付費用 43,022千円 45,837千円

役員賞与引当金繰入額 4,215千円 3,987千円
 

 

２ 売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

当社グループの売上高の特徴として、国内棚卸サービスの閑散期である第１四半期連結会計期間および第３

四半期連結会計期間の売上高は少なく、国内の主要な顧客であります流通小売業界の決算が集中する第２四半

期連結会計期間および第４四半期連結会計期間は繁忙期となり売上高が多くなる傾向があります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

現金及び預金勘定 15,294,464千円 15,673,594千円

預入期間３か月超の定期預金 △413,818千円 △558,429千円

現金及び現金同等物 14,880,645千円 15,115,165千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日
定時株主総会

普通株式 673,357 80.0 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金
 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 673,774 80.0 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金
 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

I　前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

 国内棚卸サービス
リテイルサポート
サービス

海外棚卸サービス 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 7,517,722 3,802,603 961,306 12,281,632

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

35,885 7,495 － 43,380

計 7,553,607 3,810,098 961,306 12,325,013

セグメント利益又は損失(△) 1,060,501 294,626 △156,587 1,198,540
 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,198,540

セグメント間取引消去 29,372

四半期連結損益計算書の営業利益 1,227,913
 

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）　

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

 国内棚卸サービス
リテイルサポート
サービス

海外棚卸サービス 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 7,403,486 4,316,574 1,294,088 13,014,149

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

40,120 1,994 － 42,115

計 7,443,607 4,318,568 1,294,088 13,056,264

セグメント利益又は損失(△) 807,376 63,566 △13,774 857,168
 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 857,168

セグメント間取引消去 36,917

四半期連結損益計算書の営業利益 894,086
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(企業結合等関係）

 　共通支配下の取引等

  （子会社株式の追加取得）

当社は連結子会社であるエイジスリサーチ・アンド・コンサルティング株式会社の株式を追加取得しました。

 
　　1．取引の概要

　　（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

　　　　　結合当事企業の名称：エイジスリサーチ・アンド・コンサルティング株式会社

　　　　　事業の内容　　　　：リサーチサービス

　　（２）企業結合日

　　　　　2023年７月31日

　　（３）企業結合の法的形式

　　　　　非支配株主からの株式取得

　　（４）結合後企業の名称

　　　　　変更はありません。

　　（５）その他取引の概要に関する事項

追加取得した株式の議決権比率は60.0％であり、議決権比率の合計は100％となりました。当該追加取得は、

当社グループの安定収益基盤のさらなる拡充を図ることを目的としております。

 
　　2．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年1月16日）に基づき共通支配下の取引等のう

ち、非支配株主との取引として処理しております。

 
　　3．子会社株式の追加取得に関する事項

　　　取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　　　取得の対価　　　　　現金　　　　　　　　108,831千円

　　　取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　108,831千円

 
　　4．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

　　（１）資本剰余金の主な変動要因

　　　　　子会社株式の追加取得

　　（２）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　　　　　6,332千円
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(収益認識関係)

　 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
  前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
国内棚卸サービス

リテイルサポート
サービス

海外棚卸サービス

 一時点で移転されるサービス 7,517,722 3,802,603 961,306 12,281,632

 一定の期間にわたり移転される
サービス

－ － － －

顧客との契約から生じる収益 7,517,722 3,802,603 961,306 12,281,632

　外部顧客への売上高 7,517,722 3,802,603 961,306 12,281,632
 

 
  当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
国内棚卸サービス

リテイルサポート
サービス

海外棚卸サービス

 一時点で移転されるサービス 7,403,486 4,316,574 1,294,088 13,014,149

 一定の期間にわたり移転される
サービス

－ － － －

顧客との契約から生じる収益 7,403,486 4,316,574 1,294,088 13,014,149

　外部顧客への売上高 7,403,486 4,316,574 1,294,088 13,014,149
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益 97.31円 75.15円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 819,171 632,928

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

819,171 632,928

普通株式の期中平均株式数(株) 8,417,999 8,422,274
   
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  
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(重要な後発事象)

（株式取得による企業結合）

　当社は、2023年８月23日開催の取締役会において、株式会社mitorizの第三者割当増資を引き受けることを決

議し、2023年10月13日に払い込みを完了し、同社を連結子会社としました。また同社の非支配株主からも同日

で株式を取得しております。

 
１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び取得する事業の内容

名称 ： 株式会社mitoriz

事業の内容 ： ビジネスコンサルティングサービス・リテイルサポートサービス
 

 
(2) 企業結合を行った主な理由

　エイジスグループ（当社並びに当社の子会社及び関連会社を総称して、「当社グループ」といいます。）は

「プロフェッショナルとしてお客様に最高のサービスを提供することにより、チェーンストアの発展と豊かな

社会の実現に貢献する」という当社グループ経営理念の下、実地棚卸サービス、マーチャンダイジングサービ

スをはじめとした流通小売業向けサービスを中心に様々な事業に取り組んでいます。一方、株式会社mitoriz

は、「つながりが、人に潤いをもたらす未来へ。」というビジョンの下、同社が独自に作り上げた「働く能力

や意欲があれば、性別、年齢等に関わらず、誰もが働く機会を得られる仕組み」により、全国の地域社会で生

活している10万人以上の人・情報のネットワークを構築し、店頭売上活性化を図るラウンダーサービスをはじ

めとした製造業向けサービスを中心に様々な事業に取り組んでいます。当社グループは、成長戦略として、

チェーンストア産業を変革する新たな価値を創造するために「棚卸会社からリテイルサービス会社へ事業転換

する」「グループの柱となる新たな事業を創出する」「展開地域をアジアから世界へ拡大する」を中期方針と

して掲げ、事業活動を行っています。本株式引受は「棚卸会社からリテイルサービス会社へ事業転換する」こ

とを企図した活動の一部となります。当社グループは、本取引によって、250社以上の製造業のクライアントと

約2,500社の流通小売業のクライアントとの取引をすることになり、「棚卸会社からリテイルサービス会社への

事業転換」という当社の事業方針の一部を達成することが可能になります。本取引後の当社グループは、実地

棚卸サービス、マーチャンダイジングサービス、ラウンドサービスをはじめとしたサービスをさらに進化させ

るとともに、製造業から流通小売業までの幅広いクライアントを擁する会社ならではのサービス開発に取り組

み、製造業と流通小売業とをつなぐソリューション・プロバイダーとなることを目指します。

 
(3) 企業結合日

　2023年10月13日（株式取得日）

　2023年９月30日（みなし取得日）

 
(4) 企業結合の法的形式

　 現金を対価とする株式取得

 
(5) 企業結合後の企業の名称

　 変更ありません。

 
(6) 取得した議決権比率

  96.73%

 
(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

　 当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。
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２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金　　　 3,095,437千円

取得原価　　　　　　　　 3,095,437千円
 

 

３．主要な取得関連費用の内容および金額

　　デューデリジェンス費用等　16,450千円（概算額）

 
４．発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法および償却期間

　 現時点では確定しておりません。

 
５．企業結合日に受け入れた資産および引受けた負債並びにその主な内訳

   現時点では確定しておりません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年11月10日

株式会社エイジス

取締役会  御中

　

三優監査法人

　東京事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鳥井　仁  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 井上　道明  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイ

ジスの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイジス及び連結子会社の2023年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
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が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項

が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半

期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する

四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表

の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四

半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示

していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ

ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容につい

て報告を行う。

 
利害関係

　 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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